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第二次研究大会 

一年間、市の情報・視聴覚研究会が行ってきた研究内容について、授業デザイン部会・ス

キルアップ部会の両部会から発表がありました。今年度の取り組みにおける成果と課題を

ふりかえり、来年度以降の研究の方向性も聞くことができました。あらためて、私たち情報・

視聴覚研究会が行う研究の重要性について考えることができました。 
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—授業デザイン部会—	 

	 「教育メディアを効果的に活用

し、コミュニケーション力を育む

授業デザイン〜主張的レベルでの

コミュニケーションをめざして

〜」を部会テーマに一年間の研究

を進めてきました。公開授業研究

会では、ICT 機器の活用により、

①学習意欲の持続、②学ぶ必然

性、③対話・交流＝協働的な学び

が図ることができました。一方

で、①デジタルとアナログの児童

による選択、②主張的コミュニケ

ーションに対する教師の意識、③

意欲持続だけではない ICT 機器の

活用方法、④高まり・深まりのあ
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る協働学習、⑤現在環境の限界＝

タブレッット PC への期待と活用、

等の課題も明らかになり、来年度

の研究の道筋が見えてきました。	 

	 

—スキルアップ部会—	 

	 「教員の ICT 活用能力のスキルア

ップをめざして」を部会テーマに

一年間の研究を進めてきました。

校務システムの運用の仕方、タブ

レット端末の活用方法などの提案

以外にも、参加会員が一人一提案

ずつ持ち寄って ICT 機器の新たな

活用方法を模索したり、情報交換

したりするなど、充実した研究を

一年間行うことができました。授

3

業デザイン部会との合同研究も行

われ、一年間で研究を深めること

ができました。また、課題とし

て、「子どものコミュニケーショ

ンツールとしての ICT 機器がどれ

だけ活用できるか」会員同士アイ

ディアを出し合い、研究していく

必要性も明らかになりました。	 

	 

	 両部会ともに、来年度のより一

層の研究の深まりが楽しみにな

る、一年間の報告でした。	 

	 

—情報・視聴覚を語る会—	 

３月５日（水）１５：００〜	 
	 ＠フォーラム南太田	 
（京急南太田駅	 徒歩３分）	 
（ブルーライン吉野町駅	 徒歩７分）	 

【発表】	 

① 磯子区の研究について	 

② 神奈川区の研究について	 

２区の部長による、一年間の区研

究・研修の報告です。他区の研究

内容や成果などを知る良い機会で

すので、ぜひご参加ください。	 


